
グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

数値目標No 業　種 会社名 2008年度実績

1− −

運輸

運輸

運輸

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ジェイアールバス
関東㈱

ジェイアールバス
東北㈱

東京モノレール㈱

㈱鉄道会館

東京圏駅ビル
開発㈱

㈱ルミネ

池袋
ターミナルビル㈱

㈱ボックスヒル

㈱川崎
ステーションビル

鶴見
ステーションビル㈱

・車両の燃料消費率（燃費）約4%改善

・車両の燃料消費率（燃費）3.1%改善

・ペットボトル再利用化100%（全て燃料として再利用）
・事務用品のグリーン購入比率45.3%
・廃食用油の再利用化9店舗中4店舗実施
・水道使用量1.1%削減
・運転電力以外の電力使用量0.4%増加
・紙資源使用量4.1%削減

・温室効果ガス排出量91.7%削減（大丸百貨店部分
の減少による）

・再生資源ゴミ（缶・ビン・廃プラ・紙類）のリサイクル率100%
・一般廃棄物排出量31%削減
・コピー用紙使用量1%削減

・エネルギー使用量6.7%削減（エネルギー原単位はエネル
ギー使用量を「延床面積」＊「年間営業時間」で除して算出）

・コピー用紙使用量13%増加
・グリーン購入比率56.3%
・レジ袋排出抑制の使用原単位（排出量/売上高）19.3%削減

・照明電力量8.8%削減
・空調用電力量4.6%削減
・一般廃棄物19.5%削減
・ガス使用量18.1%削減
・145回の環境美化活動

・電気、冷熱の使用（使用量/建築延床面積）2%以
上削減見込み

・2005年度～2009年度の5年間のCO2排出量を基準
排出量比（2002年度～2004年度の3年間）7%以上削
減見込み

・乾電池、蛍光管のリサイクル率100%
・産業廃棄物のリサイクル率100%
・駐車場の照明をLED化1,160本交換
・7回の環境美化活動実施

・産業廃棄物のリサイクル率37%
・電気使用量0.1%増加
・ガス使用量7.9%削減
・水使用量6.7%削減

・エネルギー使用に係る原単位1.9%増加
・事業系一般廃棄物のリサイクル率27.7%

・産業廃棄物のリサイクル率96%

・車両の燃料消費率（燃費）3%改善（2007年度比）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・車両の燃料消費率（燃費）2%改善（2007年度比）

・ペットボトル再利用化100%（2007年度比）
・事務用品のグリーン購入比率100%（2007年度比）
・廃食用油の再利用化100%（2007年度比）
・水道使用量4%削減（2007年度比）
・運転電力以外の電力使用量5%削減（2007年度比）
・紙資源使用量5%削減（2007年度比）

・温室効果ガス排出量8%削減（2004年度比）
・再生資源ゴミ（缶・ビン・廃プラ・紙類）のリサイクル率

100%（2005年度より継続）
・一般廃棄物排出量39%削減（2007年度実績を継続）
・コピー用紙使用量10%削減（2007年度比）

・エネルギー使用量5%削減（2004年度比）
・コピー用紙使用量2%削減（2004年度比）
・グリーン購入比率70%
・レジ袋排出抑制の使用原単位（排出量/売上高）

14%削減（2006年度比）

・照明電力量0.71%削減（2005年度比）
・空調用電力量1.01%削減（2005年度比）
・一般廃棄物0.96%削減（2005年度比）
・ガス使用量4.11%削減（2005年度比）
・102回の環境美化活動

・電気、冷熱の使用（使用量/建築延床面積）1%以上
削減（2007年度比）

・2005年度～2009年度の5年間のCO2排出量を基準
排出量比（2002年度～2004年度の3年間）7%削減

・乾電池、蛍光管のリサイクル率100%
・産業廃棄物のリサイクル率100%
・駐車場の照明を蛍光灯型LED照明に順次変更
・月2回の環境美化活動

・産業廃棄物のリサイクル率90%（2010年度目標）
・電気使用量4%削減（2007年度比）（2010年度目標）
・ガス使用量1%削減（2007年度比）（2010年度目標）
・水使用量5%削減（2007年度比）（2010年度目標）

・エネルギー使用に係る原単位を年平均1%以上削減
（2006年度～2010年度までの5ヶ年計画）

・事業系一般廃棄物のリサイクル率50%以上（2010年
度目標）

・産業廃棄物のリサイクル率96%維持

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10



グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

No 業　種 会社名 数値目標 2008年度実績

2− −

㈱横浜
ステーシヨンビル

湘南
ステーションビル㈱

ジェイアール東日本
商業開発㈱

JR東京西駅ビル
開発㈱

宇都宮ステーション
開発㈱

水戸ステーション
開発㈱

㈱錦糸町
ステーションビル

㈱千葉
ステーションビル

弘前
ステーションビル㈱

㈱ステーションビル
MIDORI

㈱ジェイアール
東日本ビルディング

日本ホテル㈱

高崎
ターミナルビル㈱

・コピー用紙の購入量3.6%削減
・産業廃棄物及び一般廃棄物の排出量0.5%増加
・照明用電力量2.4%向上
・空調用電力量4.8%削減
・空調用ガス使用量5.3%削減
・レジ袋の購入量1.3%増加

　　　　　　　　　　　　　
・中央制御装置、空調機変風量制御設備、冷却水ポ
ンプインバータ制御設備等の適正運転によりエネル
ギー使用量2%削減

・2008年10月に立体駐車場の蛍光灯のLED化工事
が完了し現在低減量の検証中

・産業廃棄物量100%
・電気使用量99%（一部未達成）

・CO2排出量1.77%削減（国分寺店）
・CO2排出量2.8%削減（八王子店）

・紙資源利用量4%削減

・一般廃棄物のリサイクル率7%
・レジ袋購入量37%削減
・グリーン購入比率100%

・生ゴミリサイクル率8.1% 

・CO2排出量1.3%増加
・一般廃棄物のリサイクル率51%
・産業廃棄物のリサイクル率88%

・CO2排出量13%削減

・長野店の電気、ガス使用量15.99%削減
・松本店の電気、灯油使用量13.35%削減
・合計で15.07%削減

・継続中

・一般廃棄物のリサイクル率3%低下
・産業廃棄物のリサイクル率2%低下

・パソコンの消費電力5.7%削減

・コピー用紙の購入量5%削減（2007年度比）
・産業廃棄物及び一般廃棄物の排出量2%削減
（2007年度比）

・産業廃棄物及び一般廃棄物のリサイクル率1%向上
（2007年度比）

・照明用電力量1%削減（2007年度比）
・空調用電力量1%削減（2007年度比）
・空調用ガス使用量1%削減（2007年度比）
・レジ袋の購入量2%削減（2007年度比）

・中央制御装置、空調機変風量制御設備、冷却水ポ
ンプインバータ制御設備等の適正運転によりエネル
ギー使用量2%削減（2004年度比）

・立体駐車場の照明を蛍光灯型LED照明に変更し消
費電力量50%削減（2007年度比）（2009年度目標）

・産業廃棄物量 前年比100%（2007年度比）
・電気使用量 前年比99%（2007年度比）

・CO2排出量6%削減（国分寺店） 1.8%削減（八王子店）
 （2005年度～2009年度までの5ヶ年計画）

・紙資源利用量を2%削減

・一般廃棄物のリサイクル率30%（2010年度目標）
・レジ袋購入量20%削減（2007年度比）（2010年度目標）
・グリーン購入比率100% （2010年度目標）

・生ゴミリサイクル率20%

・毎年CO2排出量を1%削減
・一般廃棄物のリサイクル率50%
・産業廃棄物のリサイクル率80%

・毎年CO2排出量を1%削減

・長野店における電気・ガス使用量5%削減（2003年
度～2005年度3ヶ年平均比）

・松本店における電気・灯油使用量8.4%削減（2003
年度～2005年度3ヶ年平均比）（長野店・松本店合
算で6.18%削減）

・品川イーストビル、JR恵比寿ビル、JR東急目黒ビルに
おいてCO2排出量1～3%削減（2005年度～2009年
度までの5ヶ年計画）

・一般廃棄物のリサイクル率1%向上
・産業廃棄物のリサイクル率91%の維持

・事務所で使用するパソコンの消費電力5%削減
（2007年度比）

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

ショッピング
センター

オフィス

ホテル

ホテル
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グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

No 業　種 会社名 数値目標 2008年度実績

3− −

・エネルギー原単位で1%以上の省エネ（2007年度比）
・再生紙利用率100%

・走行用油類のCO2排出量40%削減（2007年度比）
・一般廃棄物の排出量10%削減（2007年度比）
・一般廃棄物のリサイクル率25%以上

・コピー用紙使用量毎年1%削減（2007年度使用量の
95%目標）

・電気使用量増加率0%（2007年度比）

・食品廃棄物の再利用により、リサイクル率を25%に向上

・改正食品リサイクル法に定める食品リサイクル率40%
・割り箸（年間約2,200万膳）をエコ箸に切り替え、年間

CO2を210t削減（2007年度比）（2009年度目標）

・食品リサイクル率を24%に向上（2010年度目標）
・割り箸（年間約1,250万膳）をエコ箸に切り替え、年間

CO2を約113t削減（2007年度比）

・産業廃棄物のリサイクル率10%向上（2007年度比）

・食品リサイクル法による再生利用等の実施率25%

・省エネ機を中心に新規自販機を1,600台導入し、消
費電力量25%削減（2007年度比）

・投入口を3個に増設した大型自販機トラッシュボックス
を1,000台導入し、分別回収を促進

・グリーン購入比率100%

　
・エコドライブの実践により燃費1%向上（2007年度比）
・アイドリング率0.01%改善（2007年度比）

・事務用紙使用量10%削減（2007年度比）

・電気使用量・水使用量・コピー用紙使用量2%削減
（2007年度比）

・電気・ガスの年間使用量1%削減（2007年度比）
・再生紙利用率100%

・CO2排出量を10,000kg削減（2007年度比）

・エネルギー原単位7.9%削減
・再生紙利用率100%

・走行用油類のCO2排出量38%削減
・一般廃棄物の排出量3%削減
・一般廃棄物のリサイクル率26%

・コピー用紙の使用量7%削減

・電気使用量5%削減 

・食品廃棄物リサイクル率23.6%

・食品リサイクル率38%
・実施具体案検討中

・食品リサイクル率22%
・ファーストフード事業部5業態でエコ箸を導入し、約483
万膳の割り箸使用削減を実施し、CO2を約43.7t削減

・産業廃棄物のリサイクル率6.6%向上

・実施率23.1%

・消費電力量約30%削減
・大型自販機トラッシュボックス500台導入

・グリーン購入比率97.6%

・軽油使用量1%削減
・ガソリン使用量4%削減
・アイドリング率0.09%改善

・事務用紙使用量10%削減

・電気使用量3%増
・水使用量6%削減
・コピー用紙使用量3%増

・電気使用量1.7%削減
・ガス使用量0.9%増
・再生紙利用率88%

・CO2排出量485,508kg削減

仙台
ターミナルビル㈱

盛岡
ターミナルビル㈱

秋田
ステーションビル㈱

㈱ホテル
メトロポリタン長野

㈱JR東日本
リテールネット

㈱日本レストラン
エンタプライズ

ジェイアール東日本
フードビジネス㈱

㈱JR東日本
ステーションリテイリング

㈱デリシャスリンク

㈱JR東日本
ウォータービジネス

㈱ジェイアール
東日本商事

㈱ジェイアール
東日本物流

㈱びゅうトラベル
サービス

ジェイアール東日本
レンタリース㈱

㈱ジェイアール
東日本スポーツ

㈱ガーラ湯沢

ホテル

ホテル

ホテル

ホテル

小売・飲食

小売・飲食

小売・飲食

小売・飲食

小売・飲食

小売・飲食

商事・物流

商事・物流

旅行・
レンタカー

旅行・
レンタカー

スポーツ・
レジャー

スポーツ・
レジャー

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39



グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

No 業　種 会社名 数値目標 2008年度実績

4− −

・一般廃棄物1%削減（2007年度比）
・水使用量1.5%削減（2007年度比）
・コピー用紙2%削減（2007年度比）

・産業廃棄物のリサイクル率75%（2010年度目標）

・電気使用量を3.5%削減（2007年度比）（2011年度目標）
・自動車燃料を1%削減（2007年度比）（2011年度目標）

・一般廃棄物発生量1%削減（2007年度比）（2010年
度目標）

・コピー用紙、事務・文具用品におけるグリーン購入比
率100%を目指す

・コピー用紙の再生紙利用率100%（2010年度目標）

・コピー用紙購入量2009年度で3%、2010年度で5%
削減（2008年度比）

・電気使用量2009年度で3%、2010年度で5%削減
（2008年度比）
・一般廃棄物の発生量を2009年度で3%、2010年度

で5%削減（2008年度比）
・一般廃棄物のリサイクル率2009年度、2010年度とも

に40%以上
・環境にやさしい企画提案を2009年度に1件以上、

2010年度に1件以上
・環境にやさしい素材提案を2009年度に50件以上、

2010年度に100件以上

・作業場・事務所等の総延べ床面積（4,157.9m2）での
電力使用量計698,437kWhの6%削減（2007年度
比）（2012年度目標）

・刊行物へのエコペーパーの使用（『オレンジページ』
に再生紙15%を使用）

・グリーン購入比率30%以上

・再生紙の利用率100%
・会議資料における紙使用量10%削減（2007年度比）
 

・コピー用紙の使用量5%削減（2007年度比）

・床洗剤標準使用量達成事業所数100%
・ワックス標準使用量達成事業所数100%
・コピー用紙の再生紙利用率100%
・洗剤等の種類20%削減（2004年度比）
・電気使用量3%削減（2005年度比）

・会社再編による当社事業所移転に伴い廃棄物が増加
・水使用量10.6%削減
・コピー用紙11.3%削減

・産業廃棄物のリサイクル率86%

・電気使用量13%増加
・自動車燃料19%削減

・一般廃棄物発生量124kg増加

・コピー用紙、事務、文具用品におけるグリーン購入比
率91.7%

・コピー用紙の再生紙利用率95%

・2008年度コピー用紙購入量は前年比96.4%
・2008年度電気使用量前年比99.6%
・2008年度一般廃棄物の発生量前年比134%
 （前年比は概算値）

・2008年度一般廃棄物のリサイクル率92.6%
・33件の環境に優しい企画提案
・9件の環境に優しい素材提案

・作業場・事務所等の総延べ床面積（4,157.9m2）での
電力使用量7.45%削減

・『オレンジページ』に再生紙15%使用

・グリーン購入比率 27%

・再生紙使用率100%
・会議資料における紙資源使用量8.7%増加

・コピー用紙の使用量20%増加

・床洗剤標準使用量達成事業所数83%
・ワックス標準使用量達成事業所数77%
・コピー用紙の再生紙利用率100%
・洗剤等の種類72%削減
・電気使用量2005年度比6%増加

㈱ジェイアール
東日本都市開発

㈱ジェイアール
東日本住宅開発

㈱ジェイアール
東日本情報システム

ジェイアール東日本
ネットステーション㈱

㈱ジェイアール東日本
マネジメントサービス

㈱ JR東日本
パーソネルサービス

㈱ジェイアール
東日本企画

㈱東京メディア・
サービス

㈱オレンジページ

鉄道整備㈱

関東車両整備㈱

東日本鉄道整備㈱

㈱東日本
環境アクセス

不動産管理

不動産管理

情報・財務・
人材サービス

情報・財務・
人材サービス

情報・財務・
人材サービス

情報・財務・
人材サービス

広告・出版

広告・出版

広告・出版

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ
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グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

No 業　種 会社名 数値目標 2008年度実績

5− −

・走行用油類使用量10%削減（2007年度比）
・コピー用紙使用量5%削減（2007年度比） 

・再生紙利用率100%
・グリーン購入比率90%

・走行用油類使用量10%削減（2007年度比） 

・全営業所の事業系一般廃棄物のリサイクル率70%
・環境にやさしい車両外板洗剤の使用100%を継続
・新幹線総合車両センター所属のE2系・E4系電車の
 床についてガラスコーティングを継続（床ワックス剥離材
使用0%）

・電気使用量5%削減（2007年度比）

・事務用品のグリーン購入比率70% （2009年度目標）
・社用車1台を低燃費車に交換

・一般廃棄物のリサイクル率43%
・事務用紙の再生紙利用率100%

・ゴミ回収用ビニール袋の再利用を促進し、
 2005年度比7%向上

・古紙のリサイクル率5%向上（2005年度比）　　　　
　

・グリーン購入比率30%以上
・再生紙利用率90%以上

・屋上緑化事業を5件達成

・グリーン購入比率70%
・事務用紙の再生紙利用率100%

・エネルギー消費量（kJ/m2・年）を1%削減（2007年度比）
※対象エネルギー（電気・ガス・燃料油）

・マルチ券売機EM10の開発:電力消費量を既存機
EP1と比較して15%の削減を目標

・コピー用紙使用量5%削減（2006年度比）
・再生紙利用率100%

・紙使用量5%削減（2007年度比）

・設備更新工事等において、省エネ機器等の導入
によりCO2排出量を30%以上削減（既設備設置
条件との対比）

・事務用品等を対象に、グリーン購入比率30%

・走行用油類使用量42.8%増加
・コピー用紙使用量7%削減

・再生紙利用率100%
・グリーン購入比率90%

・走行用油類使用量3%削減 

・12営業所中11営業所が達成（平均のリサイクル率
80.7%）

・在来線について100%使用を継続（新幹線について
は2007年度に新たに開発した洗剤（メタレックススー
パーJT）を2008年6月から使用開始）

・床ワックス剥離剤未使用を継続

・電気使用量5.8%削減

・事務用品のグリーン購入比率72%
・社用車1台を低燃費車化実施

・一般廃棄物のリサイクル率39%
・事務用紙の再生紙利用率89%

・ゴミ回収用ビニール袋の再利用率8.4%向上
・古紙のリサイクル率4.9%向上

・文具・事務用品のグリーン購入比率36.1%
・再生紙利用率80% 

・屋上緑化事業を5件実施（実施箇所：籠原運輸区、
千葉現業事務所、両国駅、アトレ恵比寿店、グラン
デュオ蒲田店）

・グリーン購入比率70.6%
・事務用紙の再生紙利用率100%

・エネルギー消費量（kJ/m2・年）2.9%削減

・EP1に対して待機電力27%低減
・コピー用紙使用量12%削減
・再生紙100%使用

・紙使用量約8%増加

・CO2排出量を30%以上削減
・グリーン購入比率30%（一部箇所のみ達成）

高崎鉄道整備㈱

水戸鉄道整備㈱

千葉車輛整備㈱

㈱ジェイアール
テクノサービス仙台

㈱東日本
アメニテック

秋田クリーン
サービス㈱

新潟鉄道整備㈱

長野鉄道車輌
整備㈱

新日本リネン㈱

ジェイアール東日本
コンサルタンツ㈱

㈱ジェイアール東日本
建築設計事務所

ジェイアール東日本
ビルテック㈱

ジェイアール東日本
メカトロニクス㈱

ユニオン建設㈱

東日本
トランスポーテック㈱

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

清掃整備・
リネンサプライ

建設コンサルタント・
設備保守

建設コンサルタント・
設備保守

建設コンサルタント・
設備保守

建設コンサルタント・
設備保守

建設コンサルタント・
設備保守

建設コンサルタント・
設備保守
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グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

No 業　種 会社名 数値目標 2008年度実績

6− −

・コピー用紙再生紙利用率100%
・コピー用紙使用量15%削減（2007年度比）（2010年

度目標）
・グリーン購入比率10%増（2008年度比）（2010年度

目標）
・エコドライブ運転による業務用自動車の燃料消費率
（燃費）5%向上（2007年度比）（2010年度目標）

・電気使用量2%以上削減（2007年度比）
・都市ガス使用量2%以上削減（2007年度比） 
・コピー用紙使用量2%以上削減（2007年度比）
・再生紙利用率30%以上　

・電気使用量1%削減（2007年度比）

・グリーン購入比率30%

・分別リサイクル率30%

・コピー用紙・名刺の再生紙利用率100%
・会議資料両面印刷100%
・印刷ミス用紙の受信用FAX及びメモ用紙への利用
率100%

・ゴミの分別収集100%
・製作時に排出される各種端材のリサイクル率75%

・社有ガソリン車のCO2排出量1%削減（2007年度比）

・本社内の電気使用量10%削減（2007年度比）
・全職場での再生紙利用率100%

・電気使用量0.7%削減（2007年度比）
・コピー用紙・名刺への再生紙利用率100%
・会議資料の両面印刷化により40%のコピー用紙

削減（2007年度比）
・「チームマイナス6%」個人登録100%（本社社員）

・食品廃棄物10%削減（2007年度比）（2010年度目標）

・産業廃棄物のリサイクル率30%

・コピー用紙使用量10%削減（2007年度比）（2009年
度目標）

・コピー用紙再生紙利用率100%
・コピー用紙使用量4%削減
・グリーン購入比率51.1%
・2008年度の燃費8.8km/ℓ（前年並）

・電気使用量2%削減
・都市ガス使用量14%削減
・コピー用紙使用量4%削減
・コピー用紙の再生紙利用率29%

・電気使用量2%削減

・グリーン購入比率27%

・分別リサイクル率70%　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

・コピー用紙・名刺の再生紙利用率100%
・会議資料両面印刷100%
・印刷ミス用紙の受信用FAX及びメモ用紙への利用
率100%

・ゴミの分別収集100%
・製作時に排出される各種端材のリサイクル率75%

・ガソリン使用量増加

・本社内電気使用量14%削減
・再生紙利用率100%

・電気使用量11%削減
・再生紙利用率100%
・コピー用紙使用量40%増
・「チームマイナス6%」個人登録100%（本社社員）

・食品廃棄物15%削減

・産業廃棄物のリサイクル率36%

・コピー用紙使用量12.7%削減

東北交通機械㈱

新潟交通機械㈱

㈱ジェイアール
東京企画開発

㈱ジェイアール
神奈川企画開発

㈱ジェイアール
かいじ企画開発

㈱ジェイアール
宇都宮企画開発

㈱ジェイアール
高崎商事

㈱水戸
サービス開発

京葉企画開発㈱

東北
総合サービス㈱

㈱ジャスター

㈱ジェイアール
アトリス

建設コンサルタント・
設備保守

建設コンサルタント・
設備保守

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社
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グループ会社数値目標に対する2008年度の実績

No 業　種 会社名 数値目標 2008年度実績

7− −

・エネルギー20.8%削減
・CO2 23.6%削減
・会社全体の一般廃棄物のリサイクル率30%

・生鮮市場JC店舗でのマイバッグ持参率26%

・「CoCoLo長岡」において電気・ガス等のエネル
ギー24.4%削減、CO2排出量27%削減 

（2001～2003年度の平均比）
・会社全体において一般廃棄物のリサイクル率 
43%（2010年度目標）

・生鮮市場JC店舗でのマイバッグ持参率20%

㈱トッキー

㈱しなの
エンタープライズ

支社別
グループ会社

支社別
グループ会社

※数値目標に対する実績については、各会社の報告に基づいて掲載しております。
※数値目標については、目標の見直し等により、2008年9月と一部変更になっている目標もございます。
※会社名及び実績報告の対象につきましては、2009年3月31日現在のものです。
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